
【令和７年度東京都教育委員会研究推進団体 東京都小学校学級経営研究会】 

Ⅱ 研究の構想 

 

Ⅰ 団体の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究主題  「未来を拓き、生きる力を育む学級経営」 

本研究会は昭和４３年（1963 年）の設立し、今年で５７年になります。 

常に心身ともに健康な児童・生徒の健全育成を根底に据えた実践的な研

究を重ねています東京都小学校学級経営研究会は、「未来を拓き、生きる力

を育む学級経営」を研究主題とし、児童一人ひとりの興味・関心、発達段階

や学習における課題に目を向け、児童の成長を支える学級集団づくりに取

り組んでいます。 

 現代社会は、予測困難な状況に満ちています。新型コロナウイルスによる

大きな混乱を乗り越えた現在、止まない国際紛争、貧困、環境問題など、未

解決の課題が依然として散見されます。その中で、私たちは子供たちがこれ

からの社会をたくましく生き抜くための「生きる力」を育むことを目指し、持

続可能な開発のための教育（ESD）の理念に基づく教育の必要性はますま

す高まってきています。 

 具体的には、「学習」「生活」「環境」「連携」という 4 つの視点から、学級経

営における具体的な手だてを追究し、実践例や集団の変容から得られた成

果と課題をまとめています。また、東京都教育委員会の研究推進団体とし

て、学級経営に関する指導力向上を目指し、多くの教員が集い、共に学び合

う場を提供しています。 

若手教員の増加や教育課題の多様化に伴い、教育課題が多岐にわたる中

で業務改善と教育の質の向上も求められています。授業の基礎となる学級

経営の重要性は増しています。児童が自ら学び、仲間と協力しながら未来を

拓いていく力を育む学級づくりを共に進めてまいりましょう。 
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Ⅳ 夏季研修会 

 

Ⅲ 「学年・学級経営ハンドブック」について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京都小学校学級経営研究会では、平成１７年に、「学年・学級経営ハンド

プック」 初版を発行し、その後ほほ毎年内容に修正を加え、版を重ねて現在

に至っています。本年度は１月末の発行で第２０版となります。  

編集にあたっては、東京都小学校学級経営研究会の役員会員、そして、都

内の先生方からアイデアをいただき、原稿を執筆していただいています。製

本・印刷には、東京都小学校教育研究会連合、東京都教育委員会 （東京都教

職員研修センター）から研究費等を支出していただいています。  

 この「学年・学級経営ハンドブック」は、毎年、都内全ての公立小学校と義務

教育学校前期課程 （約１３００ 校）へ送付しています。また、東京都小学校

学級経営研究会の主催する夏季研修会や 全国学級経営研究大会、東京都

小学校学級経営研究大会等への参加者の皆様へ配付するとともに、希望さ     

れる若手教員の先生方、大学で教

職を目指す学生の皆様、さらに各

市区町村教育委員会、他道府県の

先生方へも配布し、幅広く活用し

ていただいています。 

当冊子を教員の育成、日々の教

育活動等で活用したい場合は、必

要な冊数を当会よりお分けいたし

ます。当会役員まで直接ご連絡を

いただくか、当会 HP よりお問い

合わせください。 

 

 

 

本研究会では、毎年、夏季休業中に一般にも公開した夏季研修会を開

催しています。令和 7 年度は、北区立王子第一小学校を会場とし、山﨑

洋実先生を講師にお迎えして「やる気を引き出す“見留める”コミュニケ

ーション」をテーマに講演会を実施しました。 

山﨑先生の温かく前向きな語り口に引き込まれ、参加者からは「自分

を見つめ直すよい機会になった」「まずは自分がごきげんでいることが

大切だと気付いた」などの声が並び、日々の実践を振り返る時間となっ

た様子がうかがえました。また、子供同士のすれ違いにある“当たり前の

違い”や、「他人は変えられないが自分は変えられる」という視点が、こ

れからの学級経営に生かせるという声も多く 

見られました。「子供一人一人の言動を見留め 

たい」「職員室にも良い影響を広げたい」など、 

２学期の学級経営に向けて元気と気付きを得 

られる有意義な研修会となりました。 


